
当薬局の行っているサービス内容について 

 

調剤基本料に関する事項 

調剤基本料１ 当薬局は調剤基本料１の届出を行っている保険薬局です。 

調剤基本料 1：４７点（処方箋受付 1 回につき） 

後発医薬品使用推進の取組：当薬局では、ジェネリック医薬品の積極的な調剤に

取り組んでいます。 

※調剤基本料は、薬局の立地・処方箋受付枚数・集中率等により区分が定められ

ています。 

 

地域支援・医薬品供給対応体制加算に関する事項 

地域支援・医薬品 

供給対応体制加算 2 

当薬局は、地域支援・医薬品供給対応体制加算 2 の届出を行っている保険薬局

です。地域医療に貢献する以下の取組を実施しています。 

・医薬品の適正使用に関する情報提供（患者・医療機関への情報発信） 

・夜間・休日の調剤応需体制の確保 

・在宅医療への対応（訪問薬剤管理指導等） 

・地域の多職種連携（医師・歯科医師・看護師・介護職との連携） 

・他薬局への医薬品分譲など、医薬品供給体制の確保 

・後発医薬品数量シェア８５％以上の実績 

・かかりつけ薬剤師による継続的な服薬管理 

 

連携強化加算に関する事項 

連携強化加算 当薬局は、連携強化加算の届出を行っている保険薬局です。災害や新興感染症の

発生時等にも医薬品の供給体制を確保し、地域の医療機関と連携して対応する

ための以下の取組を実施しています。 

・地方公共団体・関係団体との協定に基づく医薬品供給体制の整備 

・災害・新興感染症発生時の対応マニュアルの整備 

・必要な個人防護具・消毒薬等の備蓄 

 

かかりつけ薬剤師に関する事項 

かかりつけ薬剤師指

導料 

当薬局では、かかりつけ薬剤師指導料の届出を行っており、患者様お一人おひと

りに対して継続的な服薬管理を行う「かかりつけ薬剤師」を配置しています。 

〇かかりつけ薬剤師 

・中島  泉（薬剤師歴２５年、当薬局勤務２０年） 

・堂薗 優子（薬剤師歴２３年、当薬局勤務１９年） 

〇かかりつけ薬剤師の役割 

・服薬状況の一元的な管理（他の医療機関で処方された薬も含む） 

・２４時間の電話相談対応 

・在宅患者への訪問対応 

・副作用・残薬の確認と処方医へのフィードバック 

 



電子的調剤情報連携体制整備加算に関する事項 

電子的調剤情報連携

体制整備加算 

当薬局は、電子的調剤情報連携体制整備加算（月 1 回８点）の届出を行っている

保険薬局です。医療 DX を活用した安全な調剤のため、以下の体制を整備して

います。 

・電子処方箋システムに対応し、重複投薬・相互作用のチェックを実施していま

す。 

・オンライン資格確認を通じて、患者様の診療情報・薬剤情報を取得・活用して

います。 

・マイナ保険証利用率３０％以上の実績を維持しています。 

・調剤録・薬歴の電子化により、情報連携の質向上に取り組んでいます。 

 

調剤ベースアップ評価料に関する事項 

調剤ベースアップ評

価料 

当薬局は、調剤ベースアップ評価料（処方箋受付１回につき４点）の届出を行っ

ている保険薬局です。 

・４０歳未満の勤務薬剤師および事務職員（※管理薬剤師は除く）の賃金改善に

取り組んでいます。 

・賃金改善計画書を作成し、地方厚生（支）局長に届け出ています。 

 

調剤管理料・服薬管理指導料に関する事項 

調剤管理料 患者さまやご家族等から収集した投薬歴、副作用歴、アレルギー歴、服薬状況等の

情報、お薬手帳、医薬品リスク管理計画（RMP）、薬剤服用歴等に基づき、薬学的

分析及び評価を行った上で、患者様ごとに薬剤服用歴への記録や必要な薬学的管理

を行っています。必要に応じて医師に処方内容の提案を行います、 

服薬管理指導料 患者ごとに作成薬剤服用歴等に基づいて、処方された薬剤の重複投薬、相互作用、

薬物アレルギー等を確認した上で、薬剤情報提供文書により情報提供し、薬剤の服

用に関し、基本的な説明を行っています。 

薬剤服用歴等を参照しつつ、患者さまの服用状況、服薬期間中の体調の変化、残薬

の状況等の情報を収集した上で、処方された薬剤の適正使用のために必要な説明を

行っています。 

薬剤交付後においても、当該患者の服薬状況、服薬期間中の体調の変化等について、

継続的な確認のため必要に応じて指導等を実施しています。 

 


